
４月６日、町内各小学校で一斉に入学式が行わ

れ、新たに43名が入学しました。

このうち、えりも岬小学校の入学式では４人の新

入生が拍手の中登場し、来賓や在校生からお祝いの

言葉や記念品が贈られるなど、温かく迎えられてい

ました。
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新しい生活がスタート

えりも岬小学校入学式

えりも岬小学校の入学式
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四
十
三
億
七
千
万
円

今
年
の
一
般
会
計
予
算

確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
、
約
五
千

百
八
十
二
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
町
税
は
、
昨
年
の
秋
サ
ケ

平
成
二
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予

算
が
増
え
た
要
因
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
投
資
的
経
費
が
伸
び
て
い
る
た

め
で
、
比
較
す
る
と
約
一
億
三
千
九

百
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

歌
別
ふ
化
場
整
備
、
除
雪
機
購
入
、

公
営
住
宅
建
設
工
事
、
え
り
も
中
学

校
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
工
事
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
購
入
な
ど
が
大
き
な
要

因
を
占
め
て
い
ま
す
。
公
債
費
は
、

風
の
館
の
償
還
が
昨
年
度
で
終
わ
っ

た
こ
と
な
ど
で
、
約
六
千
六
百
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
状
況
で
す
が
、
町
独
自
で

三
月
定
例
町
議
会
に
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
各
会
計
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
よ
り
一
億
一
千
万
円
増
の
四
十

三
億
七
千
万
円
、
六
つ
の
特
別
会
計
総
額
は
二
十
一
億
三
千
四
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

伸 率比 較23年度24年度会 計 区 分

2.6１億1,000万42億6,000万４３億7,000万一 般 会 計

0.3３００万9億6,900万９億7,200万国民健康保険

特

別

会

計

▲0.5▲100万1億8,700万１億8,600万簡 易 水 道

▲1.5▲600万3億9,000万３億8,400万診 療 所

0.6１００万1億8,100万１億8,200万下 水 道

4.51,500万3億3,700万３億5,200万介 護 保 険

9.4５００万5,300万5,800万後期高齢者医療

0.81,700万21億1,700万２１億3,400万小 計

2.0１億2,700万63億7,700万６５億400万総 計

平成24年度予算総括表
（単位：円）

●
住
宅
改
修
工
事
等
助
成
事
業

（
六
百
万
円
）

町
内
業
者
が
施
工
す
る
住
宅

の
新
築
や
増
改
築
な
ど
の
工
事

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
（
条
件
あ
り
）。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
助
成

事
業
（
五
百
三
十
万
円
）

え
り
も
町
商
工
会
設
立
五
十

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

助
成
し
、
地
元
購
買
力
の
増
加

と
商
店
の
利
用
促
進
を
図
る
。

●
え
り
も
町
交
流
館
開
設
（
二
百
六
万
円
）

旧
商
業
店
舗
を
利
用
し
、
写
真
な
ど
の

展
示
や
小
規
模
な
集
会
も
行
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
活
用
す
る
。

●
防
災
・
災
害
対
策
関
連
事
業
（
九
百
八

十
万
円
）

災
害
情
報
を
発
信
す
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
を
導
入
。
ま
た
、
防
災
計
画
の
見
直
し

や
標
高
調
査
な
ど
を
行
う
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
（
五
百
六

十
二
万
円
）

え
り
も
小
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
児
童

を
対
象
に
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
た
め

に
不
在
と
な
る
家
庭
に
代
わ
り
、
生
活
指

漁
の
不
漁
に
よ
る
給
与
所
得
の
減
な

ど
で
、
約
一
千
百
万
円
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
が
大
き
く
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
町
の
予
算
は
地
方
交
付

税
や
国
、
道
補
助
金
な
ど
の
依
存
財

源
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
変
わ
り
は
な
く
、
歳
入
全
体
予
算

の
七
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
今

年
の
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
長
引
く
景

気
低
迷
な
ど
で
国
も
財
政
状
況
も
厳

し
く
、
長
期
的
に
み
る
と
楽
観
視
で

き
な
い
状
況
で
す
。
今
後
も
経
費
の

削
減
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
引
き
続

き
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

主な
新規事業
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●
浦
河
赤
十
字
病
院
増
改
築
事
業
補
助
金

（
二
千
七
百
九
十
三
万
円
）

浦
河
赤
十
字
病
院
の
増
改
築
事
業
に
つ

い
て
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度

ま
で
の
三
年
間
に
約
六
千
万
円
を
補
助

●
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎

け
い

球
菌
予
防
接
種
事
業（
六
百
十
一
万
円
）

子
宮
頸
が
ん
は
、
中
学
一
年
生
か
ら
高

校
二
年
生
を
対
象
に
実
施
。
ヒ
ブ
・
肺
炎

球
菌
は
、
生
後
二
か
月
か
ら
五
歳
未
満
児

が
対
象

●
保
健
師
、
看
護
師
等
奨
学
資
金
貸
付
事

業
（
六
十
万
円
）

保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
養

成
す
る
学
校
に
在
学
す
る
方
に
就
学
上
必

要
な
資
金
を
貸
付
す
る
。

●
水
産
生
産
基
盤
整
備
事
業
（
四
千
八
百

三
十
六
万
円
）

機
械
式
雑
海
藻
駆
除
事
業
を
実
施
。
事

業
量
は
全
十
区
で
十
四
万
五
千
平
方
丿

●
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
事
業
（
二
千
七
十

九
万
円
）

●
森
林
基
幹
道
え
り
も
線
改
修
事
業
負
担

金
（
一
千
万
円
）

●
道
路
整
備
事
業
～
単
独
事
業
（
一
千
八

百
万
円
）

●
公
営
住
宅
整
備
事
業
（
一
億
七
千
六
百

二
十
万
円
）

大
和
Ｃ
団
地
新
築
（
一
棟
八
戸
）、
ふ
れ

あ
い
の
丘
団
地
防
水
工
事
を
実
施

●
え
り
も
港
湾
の
整
備
（
五
千
万
円
）

本
年
度
は
臨
港
道
路
の
整
備
、
防
波
堤

改
良
、
消
波
工
を
国
直
轄
事
業
で
行
う
。

●
東
部
簡
易
水
道
送
水
管
更
新
事
業
（
六

千
十
六
万
円
）

東
部
簡
易
水
道
浄
水
場
（
庶
野
）
か
ら

え
り
も
岬
配
水
池
へ
と
敷
設
さ
れ
て
い
る

送
水
管
の
一
部
を
更
新
す
る
。
二
十
五
年

度
ま
で
。

●
え
り
も
高
校
海
外
実
践
研
修
旅
行
助
成

金
（
五
百
六
十
四
万
円
）

●
中
高
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
交
付
金

（
百
五
十
万
円
）

地地方交付地方交付税税
2,330,002,330,0000
（53.3（53.3））

国・道支出国・道支出金金
548,93548,9388
（12.6（12.6））

町町債債
380,30380,3000
（8.7（8.7））

交付金交付金等等
122,82122,8222
（2.8（2.8））

町町税税
418,39418,3999
（9.6（9.6））

使用料・手数使用料・手数料料
102,35102,3511
（2.3（2.3））

分担金・負担金分担金・負担金等等
90,9090,9088
（2.1（2.1））

寄附金等 215,820（4.9寄附金等 215,820（4.9））

諸収入 160,462（3.7諸収入 160,462（3.7））

自主財源
987,940（22.6）

依存財源
3,382,060（77.4）

導
や
健
全
育
成
を
目
的
に
行
う
。（
十

ペ
ー
ジ
参
照
）

●
婚
活
ツ
ア
ー
事
業
（
百
二
十
万
円
）

え
り
も
町
産
業
活
性
化
委
員
会
（
会
長
・

え
り
も
町
商
工
会
）
が
実
施
す
る
町
内
独

身
男
性
に
対
す
る
婚
活
支
援
の
取
り
組
み

（
産
業
施
設
見
学
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
体
験
、
植
樹
体
験
等
を
組
み
込
ん
だ

婚
活
ツ
ア
ー
）
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
（
九
百
三
十

三
万
円
）

え
り
も
小
学
校
運
行
用
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
更
新

歳入・歳出予算
右の円グラフが歳入予算。依存財源

が77.4％と歳入の多くを占めていま

す。下にある歳出予算は投資的経費

が昨年より増えています。

（単位；千円、％）

投資的経費
636,959（14.6）

普通建設事業普通建設事業費費
636,959（14.6636,959（14.6）） 人件人件費費

1,031,5981,031,598..
（23.6（23.6））

物件物件費費
644,817（14.8644,817（14.8））

補助費補助費等等
473,843（10.8473,843（10.8））

扶助費扶助費等等
237,915（5.4237,915（5.4））

公債公債費費
841,67841,6744
（19.3（19.3））

繰出繰出金金
303,000（6.9303,000（6.9））

積積立金積立金等等
200,194（4.6200,194（4.6））

その他の経費
1,621,854（37.1）

消費的経費
2,111,187（48.3）

歳 入

町民一人当たりに使われるお金 820,965円

町民一人が納める税金 78,602円

一般会計の予算額を3月31日現在の人口5,323人

で割ったもの。

町税の予算額を3月31日現在の人口5,323人で

割ったもの。歳 出

主な
継続事業



4

次
の
条
例
が
、
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
住
宅
改
修
工
事
等
助
成
に
関

す
る
条
例

住
宅
の
新
築
改
修
工
事
等
の

経
費
を
町
が
一
部
助
成
し
、
さ

ら
に
町
内
建
設
業
者
の
振
興
も

図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
し
ま

し
た
（
詳
し
く
は
先
月
の
広
報

四
月
号
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

次
の
条
例
が
、
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例

新
た
に
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
へ
の
報
酬
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

平
成
十
八
年
度
の
給
与
構
造

改
革
に
よ
り
、
段
階
的
に
減
額

支
給
し
て
い
た
緊
急
補
償
額

が
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
廃

止
と
な
り
ま
す
。

●
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
及
び
重
度
心
身

障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例

児
童
福
祉
法
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
北
海
道
に

準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
医

師
の
給
与
に
関
す
る
条
例

四
月
一
日
か
ら
の
医
師
の
給

与
月
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
条
例

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十

六
年
度
ま
で
の
、
六
十
五
歳
以

上
の
第
一
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
率
を
改
定
し
ま
し
た
。

改
定
さ
れ
る
保
険
料
は
、
基

準
と
な
る
第
四
段
階
で
年
額
四

万
二
百
円
が
四
万
七
千
八
百
円

と
な
り
ま
す
。

３月

定例町議会

条
例
の
制
定

先
月
号
に
引
き
続
き
、
三
月
定
例
町
議
会
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
議

会
か
ら
発
行
さ
れ
る
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

委
員
等
の
改
選

ま
た
、
同
年
三
月
十
六
日
に

任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
佐
々

木
智
さ
ん
（
新
浜
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
に
任
期
満
了
と
な
る
公
平
委

員
会
委
員
に
、
齊
藤
敏
克
さ
ん

（
新
浜
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

庶野地区で開かれた議員報告会

●
灯
台
公
園
設
置
条
例
及
び
庶

野
さ
く
ら
公
園
設
置
条
例

灯
台
公
園
、
さ
く
ら
公
園
の

管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
改

正
し
ま
し
た
。

●
公
営
住
宅
条
例

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収
入

基
準
を
、
町
村
が
定
め
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
規
定
の

整
備
等
を
行
い
ま
し
た
。

●
え
り
も
高
等
学
校
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

道
職
員
の
日
当
改
定
に
準
じ

て
、
改
定
し
ま
し
た
。

齊藤敏克さん佐々木智さん

副
町
長
を
選
任

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

大西正紀副町長

日
に
任
期
満
了
と
な
る
副
町
長

に
、
大
西
正
紀
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

え
り
も
町
議
会

初
め
て
の
開
催
と

な
る
「
議
会
報
告

会
～
議
員
と
語
る

会
」
が
、
四
月
十

六
日
か
ら
の
七
日

間
、
九
会
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の

報

告

会

は
、
議
員
十
一
人

が
三
班
に
分
か
れ

て
各
地
区
を
回

り
、
議
会
活
動
の

初めての議会報告会始まる

状
況
報
告
や
町
政
に
関
す

る
意
見
、
要
望
を
町
民
み

な
さ
ん
か
ら
直
接
聞
き
取

り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

十
八
日
に
庶
野
地
区
で

開
か
れ
た
報
告
会
に
は
、
自

治
会
長
な
ど
七
人
が
出
席

し
、
二
十
四
年
度
予
算
や
事

業
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

の
意
見
交
換
で
は
シ
カ
問
題

や
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
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交
通
事
故
死
ゼ
ロ

二
千
日
達
成

え
り
も
町
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
が
、
三
月

三
十
一
日
で
二
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

町
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
こ
の
達
成
を
記

念
し
て
、
四
月
九
日
に
道
知
事
か
ら
感
謝
状
、
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら
表
彰
状
と
盾
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

町民一丸の取り組みが実る

感
謝
状
を
手
に
す
る
岩

本
町
長
と
山
科
交
通
安

全
協
会
長
、
藤
沢
推
進

員
、
南
沢
交
通
指
導
員

協
議
会
長
（
右
か
ら
）

横断中も左右を確認

左右を確認しながら横断歩道を渡る子どもたち

児童生徒の交通事故を防ぐため、町内各学

校で交通安全教室が開かれました。

４月13日の東洋小学校では、18人の子ども

たちが横断歩道の渡り方などを習い、最後に

は交通安全推進員などから交通ルールを守る

ことの大切さをアドバイスされました。

え
り
も
町
で
は
、
平
成
十

八
年
十
月
を
最
後
に
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
二

十
二
年
十
一
月
十
七
日
に
事

故
死
ゼ
ロ
千
五
百
日
を
達
成

し
ま
し
た
。
二
十
三
年
十
二

月
に
は
千
九
百
日
を
記
録

し
、
こ
れ
ま
で
日
高
管
内
で

最
長
の
様
似
町
の
千
八
百
八

十
七
日
を
超
え
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
、
町
交
通
安

全
協
会
の
山
科
幸
一
会
長
、

交
通
指
導
員
協
議
会
の
南
沢

幸
雄
会
長
、
交
通
安
全
推
進

員
の
藤
沢
治
さ
ん
、
町
校
長

会
の
西
川
寿
輝
会
長
、
大
西

正
紀
副
町
長
、
小
林
強
教
育

長
が
同
席
し
、
岩
本
町
長
が

知
事
感
謝
状
と
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
表
彰
状
と
盾
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

岩
本
町
長
は
「
全
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
結
果
と
な
っ
た
。
次

は
、
二
千
五
百
日
を
目
標
と

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

来
賓
の

浦
河
警
察

署
丸
山
署

長
は
「
車

が
行
き
交

う
観
光
地

の
え
り
も

町
で
死
亡
事
故
が
な
い
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
。
今
後
も

ゼ
ロ
の
日
を
継
続
し
て
い
た

だ
き
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

役場庁舎と商工会には
達成を祝った懸垂幕が
飾られました。
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開 館

2階では

駒井千恵子さんの

写真展示会を開催

５/１２
オープン

ええ
り
も
町
交
流

え
り
も
町
交
流
館館

「
ひ
な
た

「
ひ
な
た
」」

開
館
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

開
館
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
まま

し
た
、
え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た

し
た
、
え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」」

が
五
月
十
二
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン

が
五
月
十
二
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
しし

ま
す
。

ま
す
。

当
日
は
、
え
り
も
花
フ
ァ
ン
ク
ラ

当
日
は
、
え
り
も
花
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブブ

代
表
・
駒
井
千
恵
子

代
表
・
駒
井
千
恵
子
ささ
ん
の
写
真
展
示

ん
の
写
真
展
示

会
を
開
催
し
ま
す

会
を
開
催
し
ま
す
。。

ま
た
、
北
緯
四
十
二
度
の
会
の
ご

ま
た
、
北
緯
四
十
二
度
の
会
の
ご
協協

力
を
い
た
だ
き
、
館
内
に
て
「
も
ち

力
を
い
た
だ
き
、
館
内
に
て
「
も
ち
つつ

き
」
も
行
い
ま
す

き
」
も
行
い
ま
す
のの
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い

寄
り
く
だ
さ
い
。。

本町商店街に新しくオープンした
えりも町交流館（愛称・ひなた）

平日：午前9時～午後６時

土・日・祝日：午前10時～午後5時

開館

時間

毎週月曜日

（月曜日が祝日の場合は翌日）

年末年始（12月30日～翌年1月5日）

休館日

無料
利用

料金

■申し込み・お問い合わせ

えりも町交流館「ひなた」

TEL：4-7220 FAX：4-7221

ご利用希望内容等、電話・ＦＡＸで直接、
交流館にお問い合わせください。

お問い合わせ

原則３か月前からご予約できます。ご 予 約

・

ご利用日時・会場のレイアウト・備品使用
等について、館内スタッフと打ち合わせを
してください。

打ち合わせ

当日までに「使用許可申請書」を交流館に
提出してください。

お申し込み

施設備付品の片づけをお願いします。終 了 後

※施設の使用料は無料です。
※施設・付帯設備、備品をき損、汚損若し
くは滅失した時は、その損害を賠償しな
ければなりません。
※ポスター・チラシ等の掲示は、打ち合わせ
時に承諾を得てください。

※施設内は全面禁煙です。
※アルコール類以外の飲食物の持込みはで
きます。

注 意 事 項

《
利
用
方
法
》

○
原
則
、
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

○
個
人
又
は
団
体
の
発
表
会
・
展
示

会
、
会
合
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
で

ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
左
図
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

交
流
館
ス
タ
ッ
フ
ま
た
は
企
画
課

振
興
係
（
緯
二
‐
四
六
一
二
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オープンイベント

10：00

10：20頃

開館式

10：30～ もちつき

つきたてのおもち

を館内でお召し上

がりください。

おもちの持ち帰り

もできます。
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
下
部
を
切
り
取
っ
て
使

え
ば
、
効
率
的
に
剥
ぎ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
切
り
取
り
の
際

は
、
ケ
ガ
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
え
り
も
町
森
林
整
備
計
画
」

変
更
に
な
り
ま
し
た

「
え
り
も
町
森
林
整
備
計
画
」
が
四
月

か
ら
新
し
く
変
わ
り
、
人
工
林
の
伐
期

が
ト
ド
マ
ツ
で
五
十
年
、
カ
ラ
マ
ツ
で

三
十
年
と
変
更
と
な
り
、
以
前
よ
り
早

い
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
変
更
は
、
政
府
の
「
食
と
農
林

漁
業
の
再
生
推
進
本
部
」
が
昨
年
十
月

に
決
定
し
た
「
我
が
国
の
食
と
農
林
漁

業
の
再
生
の
た
め
の
基
本
方
針
・
行
動

計
画
」
や
森
林
法
改
正
を
背
景
と
し
た

も
の
で
、
特
に
森
林
法
の
中
に
創
設
さ

れ
た
「
森
林
経
営
計
画
制
度
」
で
は
、

計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
（
え
り
も
町

の
場
合
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合
で
長
期

施
業
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
山
林

所
有
者
）
を
対
象
に
、
搬
出
間
伐
な
ど

の
森
林
施
業
と
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た

森
林
作
業
道
の
整
備
等
に
国
の
補
助
金

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
を
伐
採
後
は

植
栽
し
、
保
育
事
業
を
定
期
的
・
計
画

的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
次
期
収
穫
に

も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
計
画

は
、
森
林
経
営
計
画
で
立
て
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
山
林
所
有
者
の

方
々
に
は
、
積
極
的
な
森
林
整
備
と
伐

採
後
の
植
栽
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

芋
ふ
化
し
た
幼
虫

卵
か
ら
ふ
化
し

て
し
ま
っ
た
幼
虫

（
毛
虫
一
〇
丱
以

下
。
写
真
②
）
は
、

防
除
す
る
上
で
の
注
意
事
項

そ
の
他

市
販
さ
れ
て
い
る
家
庭
用
殺
虫
剤
又
は
農

薬
が
効
果
的
で
す
。

卵
や
幼
虫
を
除
去
す
る
際
に
は
、
皮
膚

に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
手
袋
や
マ
ス
ク
を

し
、
皮
膚
の
露
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
て

作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤
や
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、

説
明
書
に
従
っ
て
使
用
し
、
通
行
人
や
近

く
の
住
民
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

周
囲
に
飛
散
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
家
屋
等
に
使
用
す
る
場
合
は
、
壁
な

ど
を
変
色
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

採
取
す
る
た
め
に
使
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
卵
塊
は
、
買
い
物
袋
な
ど
に
入

れ
、「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
と
書
い
て
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

写真②

昨
年
、
町
内
で
も
大
発
生
し
、
街
路
灯

な
ど
の
夜
間
照
明
に
マ
イ
マ
イ
ガ
が
集
ま

り
、
大
変
不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
も
大
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
防

ぐ
た
め
に
も
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

樹
の
幹
や
建
物
の
壁
、
基
礎
、
軒
下
、

雨
ど
い
の
裏
側
な
ど
に
卵
（
マ
ユ
状
で
薄

い
黄
色
）
を
産
み
付
け
、
五
月
中
旬
に
な

る
と
、
ふ
化
（
毛
虫
）
し
ま
す
。

そ
の
後
、
七
月
中
旬
～
八
月
上
旬
に
成

虫
（
蛾
）
に
な
り
、
街
灯
な
ど
に
集
ま
り
、

が

卵
を
産
み
ま
す
。
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
塊

ら
ん
か
い

は
そ
の
ま
ま
越
冬
し
ま
す
。

マ
イ
マ
イ
ガ
は
、
約
十
年
周
期
で
大
発

生
を
繰
り
返
す
性
質
が
あ
り
、
大
発
生
は

お
お
む
ね
二
～
三
年
で
収
ま
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

マ
イ
マ
イ
ガ
の
生
態

成
虫
に
な
る
と
駆
除
が
難
し
く
な
る
た

め
、
ふ
化
す
る
前
の
卵
を
除
去
す
る
の
が

最
も
有
効
な
方
法
で
す
。

茨
卵
の
除
去

ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
の
粘
着
テ
ー
プ
で
剥は

ぎ
取
る
か
、
写
真
①
の
よ
う
に
角
型
の

マ
イ
マ
イ
ガ
の

卵
の
駆
除
な
ど
に
つ
い
て

いがねお

い
ま
で
き
る
駆
除
方
法

写真①
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◎検査内容

血液検査：5悪の血液を採血し、抗体の有

無を調べます。検査結果は約一週間後にお

知らせできますが、精密検査が必要となっ

た場合は、その後約10日間かかります。

◎検査の申し込み・お問い合わせ先

浦河保健所子ども・保健推進課

緯0146-22-3071

（平日9時～12時、13時～17時受付）

一 次 検 査
告知日(※3)

検査日(※2)
予約受付
期限(※1)

23日(水)16日(水)14日(月)５月

平
成

年
24

13日(水)6日(水)4日(月)６月

11日(水)4日(水)２日(月)7月

8日(水)1日(水)7月30日(月)8月

12日(水)5日(水)３日(月)9月

10日(水)3日(水)1日(月)10月

14日(水)7日(水)５日(月)11月

12日(水)5日(水)３日(月)12月

23日(水)16日(水)11日(金)1月
平
成

年
25 13日(水)6日(水)4日(月)2月

13日(水)6日(水)4日(月)3月

※１ 各日１２時まで
※２ 各日10時～15時30分
※３ 各日9時30分～11時30分

日本名を「ヒトＴ細胞白血病ウイルス１

型」というウイルスで、 このウイルスを

もっている方のうち約５％が将来成人Ｔ細

胞白血病を、約0.3％の方がＨＴＬＶ-1関連

脊髄症を発症するとされています。 ＨＴ
せきずい

ＬＶ-1の感染経路は、主として母子感染（母

乳感染）ですが、まれに性感染や血液感染が

あるとされています。

受 付 中

ＨＴＬＶ-１抗体検査

●ＨＴＬＶ-1とは

浦河保健所では、ＨＴＬＶ-１抗体検査を実施して

います。検査をご希望の方は、検査日の予約受付期限

までに、保健所へ電話で予約してください。

3歳児健診での虫歯は改善が見られてきました

が、学校の生徒の虫歯を評価する12歳児の一人平

均虫歯数は、全国1.5本、全道2.2本に比べて、えり

も町では4.3本と虫歯が多い状況です。

虫歯を持っている子と持っていない差が大き

く、虫歯を多く持っている子は遅寝遅起き、肥満

４ これからの歯科対策

※１ う歯有病率：対象者の中で、虫歯を持っ
ている子の割合。治療した歯も含む。

※２ 一人平均う歯数：一人平均の虫歯の本
数。治療した歯も含む。

12歳児のう歯有病率と一人平均う歯数

傾向など生活習慣の乱れがみられます。

子どもを虫歯から守るために、日々の生活習

慣を整えていくお手伝いをこれからも様々な活

動を通して行っていきたいと思います。

一人平均う歯数

4.3本えりも町

2.2本全 道

1.5本全 国

平成21年度12歳児の一人平均う歯数比較
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えりも町の歯科保健対策のあゆみ
30年間の歯科対策の効果

町内の3歳児がもつ虫歯の本数が、全道平均の１.０本にまで改善しました。

本格的に虫歯予防に取り組んでから30年、北海道大学歯学部や町内歯科

の先生方のご協力と保護者のみなさんのご理解により、虫歯を大幅に減ら

すことができました。

このほど、東京都で開かれた「第1回日本保健師学術集会」で、この成果

を保健師が発表してきました。発表内容の一部を紹介し、歯科対策の歩み

を振り返ります。

一人平均う歯数う歯有病率

5.0本85.2%昭和54年

1.0本26.2%平成21年

下のグラフのとおり、3歳児健診での歯科健診

２ むし歯の変化

町が歯科対策に力を入れることになったのは、

谷宏北海道大学名誉教授がへき地を巡回する歯
たにひろし

科健診事業で、当町を訪れたことがきっかけでし

た。昭和40年代の半ば頃です。

当時、町内には都市部ではみられない前歯に重

症の虫歯がある子どもが多く、北大の先生方が

１ えりも町の歯科保健対策のはじまり

学術集会の様子

「えりも虫歯」

と名付けるほど

でした。この状

況を心配した町

は北大に協力を

求め、本格的な

虫歯予防に取り

組みました。

３歳児健診のう歯有病率(※1)と一人平均う歯数(※2)

平成２１年昭和４８年

すべての家庭で
実施

習慣はなかった仕上げ磨き

8.9%71.8%
哺乳びんの
使用

ていたり、３か月歯みがきをしていない子がい

るなど、生活習慣、口腔衛生に対する意識は低
こうくう

い状態でした。

現在では、おやつの時間を決める、仕上げみ

がきをする、フッ素を活用する家庭が増え、生

活習慣を意識する家庭が増えてきました。これ

らのことを日々続けていくことはとても大変な

ことですが、虫歯を作らないようにしたいとい

う家庭の努力が虫歯の減少につながっています。

３ 生活習慣の変化

30年間の歯科保健データの変化
う歯有病率 59.0％減少革

一人平均う歯数 4.0本減少革

昭和４５年頃は、１本の歯ブラシを兄弟で使っ

えりも虫歯（ 昭和61年撮影）

の結果（平成21年度）は、う歯有病率26.2％、

一人平均う歯数1.0本と全道平均まで改善しま

した。
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★新採用職員紹介★

総
務
課
財
政
係

諸
澤

海
里

中
央
保
育
所

小
島
亜
美

中
央
保
育
所

明
井
彩
華

中
央
保
育
所

小
林
な
つ
美

飛
び
交
う
歓
声

四
月
六
日
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
始
ま
り
、
施
設
内
に
は
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
過
ご
す
歓
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
旧
老
人

福
祉
寮
ゆ
う
ゆ
う
を
改
装
し
た
施
設

で
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た
め
不

在
と
な
っ
て
い
る
家
庭
に
代
わ
り
、

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
場

を
提
供
し
、
健
全
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

二
十
五
人
が
施
設
利
用
の
届
出
を
し

て
お
り
、
こ
の
日
は
十
九
人
の
子
ど

も
た
ち
が
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、
勉

強
し
た
り
と
思
い
思
い
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

同
施
設
を
利
用
で
き
る
の
は
、
え

り
も
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
始
ま
る

保
健
福
祉
課
介
護

福
祉
係
兼
保
健
予

防
係
兼
介
護
支
援

係
兼
居
宅
業
務
係

高
岸

太

明
神

孝
幸

産
業
振
興
課
商
工

観
光
係

社
会
教
育
課
児
童

ク
ラ
ブ
係

三
戸

亮

育
係
（
緯
二
‐
二
五
二
六
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
開
設
に
伴
い
、
日

高
信
用
金
庫
が
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
四
月
十
日
に
日
高
信
用
金
庫

え
り
も
支
店
の
長
田
久
支
店
長
が
同

施
設
を
訪
れ
、
小
林
教
育
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。
日
高
信
用
金
庫

で
は
、
昨
年
も
町
立
診
療
所
と
役
場

に
車
イ
ス
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

で
の
児
童
で
、
そ
の
ほ
か
の
小
学
校

か
ら
も
保
護
者
が
送
迎
で
き
る
こ
と

を
条
件
に
利
用
で
き
ま
す
。
開
館

は
、
平
日
の
午
後
六
時
ま
で
で
、
土

曜
日
や
夏
休
み
、
冬
休
み
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
、
利
用
日

数
に
関
わ
ら
ず
一
律
で
月
額
千
円
か

か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教

四
月
十
九
日
、
池
田
建
設
株
式
会
社
が
町
に

三
百
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
先
々
代
の
創
業
か
ら
百
年
を
迎

え
、
さ
ら
に
会
社
創
立
六
十
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
寄
付
を
申
し
出
た

も
の
で
、
池
田
尚
登
代
表
取
締
役
社
長
が
岩
本

町
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

町
に
多
額
の
寄
付

今年４月から新採用となっ

た職員を紹介します。

新採用の保健師は、12ペー

ジの「こんにちは保健婦」で

紹介しています。

小林教育長に目録を手渡す長田支店
長（左）

池
田
建
設
株
式
会
社

目録を手渡す池田社長（左）

元気に遊ぶ子どもたち
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え
り
も
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ

た
四
月
六
日
、
町
商
工
会
女
性
部
（
川

村
節
子
部
長
）
が
黄
色
の
毛
糸
で
編
ん

だ
交
通
安
全
の
お
守
り
が
、
新
入
学
児

童
二
十
六
人
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

お
守
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
同
女
性

部
が
毎
年
行
っ
て
い
て
、
児
童
た
ち
は

照
れ
な
が
ら
も
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
に
交
通
安
全
の
鈴

町
商
工
会
女
性
部
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス

四
月
二
十
一
日
、
百
人
浜
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
春
の
穏
や
か

な
陽
気
の
中
、
待
ち
わ
び
た
愛
好
者
が

さ
っ
そ
く
快
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
周
囲
の
自
然
環
境
や
芝

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
よ
い
こ
と
が
好

評
で
、
町
外
か
ら
も
訪
れ
る
人
も
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
翌
日
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
が
開
か
れ
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
響
く
快
音

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

浦
河
町
で
発
見
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
を
研
磨
し
、
化
石
の
標
本
を

け
ん
ま

作
る
体
験
会
が
風
の
館
で
開
か
れ
、
十

一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
新
冠
自
然
史
博
物
館
主
宰
の

吉
川
幸
叙
さ
ん
で
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

化
石
は
砥
石
を
使
っ
て
内
部
構
造
が
わ

と

か
る
ま
で
半
身
を
削
り
、
マ
ニ
キ
ュ
ア

を
塗
っ
て
完
成
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

化
石
の
標
本
作
り
に
夢
中

風
の
館
で
体
験
会
と
化
石
の
話

児童の前で踊る職員

四
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
町

内
三
か
所
の
保
育
所
で
入
所
式
が
行
わ

れ
、
全
児
童
百
六
十
九
人
が
、
新
た
に

加
わ
る
児
童
と
と
も
に
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
中
央
保
育
所
で
は
、
職
員

と
児
童
が
歌
や
手
遊
び
を
一
緒
に
披
露

し
、
特
に
職
員
が
着
ぐ
る
み
を
着
て
踊

る
様
子
は
、
児
童
や
保
護
者
か
ら
も
好

評
で
し
た
。

今
年
は
百
六
十
九
人
が
入
所

中
央
保
育
所
で
入
所
式

交通安全の鈴をつけてもらう新入生

オープン初日には愛好者が早速訪れていました。

砥石で化石を削る参加者
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保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：00１日峨、15日峨麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（個別通知）9：00～11：00８日峨乳児健診

保健センタ－（要予約）13：30～14：30９日我、23日我日赤巡回診療

保健センタ－（要予約）13：30～15：3010日牙、17日牙マミィ〔母親〕教室

保健センタ－（要予約）13：30～15：0011日画離乳食教室

保健センタ－13：30～13：50

22日峨

三種混合予防接種

保健センタ－13：50～14：00ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：40ポリオ予防接種

庶野診療所（要予約）14：00～16：0024日牙二種混合予防接種

保健センタ－（個別通知）8：45～17：0028日俄春の歯科健診

５月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
麻しん風しん混合予防接種
①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・２
期（小学校入学前１年間の小児）・３期（中学
１年生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢
に相当する者）

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
医事課にお申し込みください。

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・
小児用肺炎球菌の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜
②時 間……14：00～16：00 ※要予約

●広尾町かめだクリニック（緯01558-2-4724）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種を受けること

ができます。希望の方はお問い合わせください。

こ
ん
に
ち
は
。
四
月
か
ら
え

り
も
町
の
保
健
師
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
加
藤
千
景

ち
ひ
ろ

で
す
。

江
別
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
こ

の
春
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り

け
、
み
な
さ
ん
に
早
く
名
前
と
顔
を
覚

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みなさん、はじめまして

乳幼児健診の一コマ

の
社
会
人
一
年
生
で
す
。
こ
の
度
、
ご

縁
が
あ
り
、
自
然
が
豊
か
な
え
り
も
町

で
働
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
雪
が
多
い
街
で
育
っ
た
た
め
、
え

り
も
町
の
雪
の
少
な
さ
と
風
の
強
さ
に

驚
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
働
い
て
少
し
で

す
が
、
健
診
で
出
会
っ
た
方
々
が
優
し

く
接
し
て
く
れ
、
町
の
方
々
の
温
か
さ

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
保
健
師
と
し

て
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
み
な

さ
ん
が
健
康
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
人
と
話
し
を
す
る
こ
と

も
好
き
な
の
で
、
積
極
的
に
声
を
か

上の前歯が生えている

１歳未満のお子さんも春

の歯科健診を受けること

ができます。

希望する方は保健予防

係まで連絡を。

春の歯科健診の

お知らせ

加藤 千景
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定
期
的
に
防
災
の
見
直
し
を

防
災

情
報
版 ⑲

地
区
、
東
洋
地
区
ほ
か
）
の
方
々
に
、
防
災
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
分
の
地
震
発

生
時
に
は
、
回
答
者
の
全
員
が
、
津
波
が
来
る
か

ど
う
か
を
と
っ
さ
に
考
え
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を

通
し
て
地
震
情
報
や
津
波
警
報
を
得
て
い
ま
し

た
。
避
難
の
呼
び
か
け
は
、
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー

カ
ー
や
戸
別
受
信
機
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
を
通
し
て
、
回
答
者
の
方
々

が
、
地
震
・
津
波
の
情
報
や
避
難
の
呼
び
か
け
を

聞
い
て
、
自
分
が
い
る
場
所
の
安
全
性
や
周
囲
の

状
況
を
考
え
、
次
の
行
動
を
取
っ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
常
的
な

「
備
え
」
の
部
分
で
気
に
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。

回
答
者
の
四
分
の
三
の
方
が
、
自
宅
が
津
波
で

浸
水
す
る
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
把
握
を
し
て

い
た
一
方
で
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
が
四
分

の
一
ほ
ど
い
ま
し
た
。
家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
尋
ね
た
項
目
で
は
、
約
四
分
の
一
の
人
が
備

蓄
品
を
用
意
し
て
い
る
一
方
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
家
の
中
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
い
る
人

は

は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
家
族
で
避
難
場
所
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
数
名
で
し
た
。

は
、
想
定
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と

で
す
。
ま
ず
は
、
も
う
一
度
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
家
の
近
く
の
避
難
場

所
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
職
場
や
学
校
に
い
る
と

き
、
出
か
け
て
い
る
と
き
に
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
意
外
に
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
広
げ
な
が
ら
、
日

中
、
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
過
ご
し
て
い
る
と
き
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ど
の
避
難
所
に
向
か
う
の
か
、

連
絡
手
段
は
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
、

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
定
期
的
に
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
暮
ら
し
の
方
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
に
、

自
分
の
避
難
場
所
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
予
想
さ
れ
る
災
害
の
姿
は
、
研
究
の
進

歩
や
社
会
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
え
り
も
町
広
報
で
防
災
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
と
き
、
災
害
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
を
見
聞
き
し
た
と
き
な
ど
、
折
に
触
れ
て
、
防

災
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
十
一
月
、
え
り
も
岬
地
区
で
開
催
し
た

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
で
は
、
参
加
者
（
岬

昨

■
親
鸞

激
動
篇

上
・
下

五
木
寛
之

■
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

2

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ

ザ
ッ
ク
ソ
ン

■
道
化
師
の
蝶

円
城

塔

■
北
海
道
の
病
院
2
0
1
2

北
海
道
新
聞
社

■
北
海
道
の
う
つ
わ
び
と

森
廣
広
絵

■
高
齢
者
の
栄
養
管
理
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク

下
田
妙
子

■
全
国
5
つ
星
の
絶
品
お
取

り
寄
せ
帖

岸

朝
子

《おすすめ本》

誰も知らない

「名画の見方」

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

図図書室だよ図書室だよりり

《モナ・リザ》の美貌の秘訣は「水」
びぼう ひけつ

にある？フェルメールはグラビア写

真家の元祖だった？ルノワールの絵

には「嘘」が塗ってある？24人の巨匠
うそ

とその名画に秘められた謎を、日本を

代表する美術史家が具体的にわかり

やすく解説します。

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃姶逢 娃娃

高階 秀爾 著

《

児
童
書

》

《

一
般
書

》

北海道大学大学院理学研究
院附属地震火山研究観測セ
ンター・助教，博士（文学）。
中学生の時，奥尻島で北海
道南西沖地震を経験する。
公務員，NPO勤務，「人と防
災未来センター」（神戸市）
研究員を経て2011年4月よ
り現職。

定池 祐季 東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と

し
て
、「
想
定
に
と
ら
わ
れ

す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

よ
め
と
ゾ
ロ
リ
じ
ょ
う

原
ゆ
た
か

■
ま
じ
ょ
子
と
サ
ー
カ
ス
の

国
の
王
子
さ
ま藤

真
知
子

■
ぴ
ょ
こ
た
ん
の

超
ぼ
う

け
ん
め
い
ろ
3
6
5

こ
の
み
ひ
か
る

■
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
絵
本

高
野
紀
子

■
い
え
た
ら
超
ス
ゴ
い
概

お
も
し
ろ
早
口
こ
と
ば

な
が
た
み
か
こ

■
超
ス
ペ
シ
ャ
ル
版

ひ
っ

か
け
ク
イ
ズ

小
野
寺
ぴ
り
り
紳

■
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

は
な
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
一
般
的
な
説
明

や
紹
介
を
す
る
平
成
二
十
四
年
度
の
「
自

衛
官
募
集
相
談
員
」
は
次
の
方
々
で
す
。

●
植
村
昭
重
さ
ん

緯
二
‐
三
九
二
二

●
大
坂
ひ
さ
の
さ
ん

緯
二
‐
三
一
二
四

伊藤
いとう

識くん
しき

（大樹・里奈）
Ｈ23.5.15生(大和)

４人兄弟の末っ子と
して、毎日鍛えられ
ています。

斉藤隆騎くん
さいとうりゅうき

（龍一・小津恵）
Ｈ23.5.4生(近浦)

いつもお姉ちゃんと仲
よく遊んでいます。い
たずらボーイです。

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

水
質
検
査
公
開
中
で
す

建
設
水
道
課
で
は
、
水
質
検
査
計
画
と

水
質
検
査
結
果
を
、
役
場
建
設
水
道
課
窓

口
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
建
設
水
道
課
（
緯
二
‐
二
一

一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時

六
月
一
日
（
金
）

十
時
～
十
五
時

●
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
山
菜
採
り

で
山
に
入
る
と
き
は
目
立
つ
服
装
で
、
単

独
行
動
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
例
年
、
上
歌
別
牧
野
（
旧
肉
牛

牧
場
）
で
は
、
有
害
捕
獲
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
許
可
な
く
山
菜
採
り
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

例
年
、
春
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
は
、

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
山
菜
採
り
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
山
菜
の
中
に
は
、
こ
れ
に

似
た
有
毒
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

区
別
が
大
変
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
毎
年

の
よ
う
に
有
毒
植
物
の
誤
食
に
よ
る
食
中

毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
四
月
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
の
有
害
捕

山
菜
採
り
は
目
立
つ
服
装
で

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

毎
年
六
月
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
普

及
月
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
、
相
談

は
無
料
で
難
し
い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
応
じ
て
い
る
人
権
相
談
の
内
容
は

幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
場
所
は
、
札
幌
法
務
局
日
高
支
局

（
新
ひ
だ
か
町

緯
〇
一
四
六
‐
四
二
‐

〇
四
一
五
）
で
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
月
一
日
の
「
人
権
擁
護
の
日
」

に
あ
わ
せ
て
「
無
料

特
設
人
権
・
困
り

人
権
相
談
所
開
設
し
ま
す

自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の

所
有
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で

す
。
五
月
三
十
一
日
の
納
期
限
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
、
五
月
七
日
頃
に
お
手

元
に
届
く
予
定
で
す
。
も
し
、
届
か
な
い

場
合
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

申
告
や
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
課
税
免
除

申
請
の
手
続
き
、
納
税
相
談
な
ど
は
最
寄

り
の
振
興
局
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

自
動
車
税
の
課
税
（
住
所
変
更
）

緯
〇
一
一
‐
七
四
六
‐
一
一
九
〇

自
動
車
取
得
税
の
課
税

緯
〇
一
一
‐
七
四
六
‐
一
一
九
五

身
体
障
が
い
者
課
税
免
除

緯
〇
一
一
‐
七
四
六
‐
一
一
九
四

●
課
税
免
除
の
申
請
先

胆
振
総
合
振
興
局
納
税
課

緯
〇
一
四
三
‐
二
四
‐
九
五
八
五

苫
小
牧
道
税
事
務
所
納
税
課

緯
〇
一
四
四
‐
三
二
‐
五
二
八
六

自
動
車
税
の
納
期
限
は
五
月
三
十
一
日

日
高
振
興
局
税
務
課

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
九
〇
六
一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
協
力
の
お
願
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
番
組
「
に
っ
ぽ
ん

縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
が
、
北
海
道
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
視
聴
者
の
お
手
紙
を
い

た
だ
い
た
市
町
村
に
俳
優
の
火
野
正
平
さ

ん
が
自
転
車
に
乗
っ
て
訪
問
す
る
と
い
う
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樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

焔
荒
木
義
廣
さ
ん
（
本
町
）

沢
町
自
治
会
へ

五
万
円

や
ま
と
苑
へ

十
万
円

焔
え
り
も
漁
協
本
町
女
性
部

や
ま
と
苑
へ

タ
オ
ル
、
ウ
エ
ス
等
ダ

ン
ボ
ー
ル
二
箱
分

焔
田
村

由
さ
ん
（
近
浦
）

近
浦
自
治
会
へ

五
万
円

近
笛
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

や
ま
と
苑
へ

十
万
円

潮
騒
に
急
か
さ
れ
て
い
る
芽
吹
き
か
な

し
お
さ
い

せ

寒
菊
や
在
り
し
日
の
姑
な
つ
か
し
む

は
は

闇
を
啼
く
寒
の
終
わ
り
の
山
背
鴨

な

や
ま
せ
が
も

陽
の
雫
つ
な
ぎ
て
軒
の
つ
ら
ら
か
な

し
ず
く

く
っ
き
り
と
鹿
の
足
跡
雪
景
色

廃
屋
の
屋
根
錆
び
き
っ
て
雪
す
さ
ぶ

さ

（
え
り
も
吟
社
）

石
森
美
恵
子

川
村

和
子

木
村

武
舟

鈴
木

周
子

手
塚

澄
子

長
岡

青
風

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

焔
川
村
公
弘
さ
ん
（
東
洋
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

三
万
円

東
洋
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
北
村
賢
紀
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

え
り
も
岬
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
市
村
由
美
さ
ん
（
千
歳
市
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

三
万
円

東
洋
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
小
林
博
子
さ
ん
（
大
和
）

西
え
り
も
連
合
自
治
会
へ

六
万
円

焔
ホ
ロ
ト
ラ
建
設
興
業

笛
舞
自
治
会
へ

砂
利
約
一
・
五
逢

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

荒
木
義
廣
さ
ん（
本
町
）

十
万
円

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

5月21日
えりも相談所
（保健センター）

6月6日様似相談所

5月14日・28日浦河相談所

5月14日・16日・21日・23日・
28日・30日、6月4日・6日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

子育てテレホンサービス 緯2-3715

言葉遣いのよくない子ども5/12～5/18

登校拒否に陥った子ども5/19～5/25

食べ物の好き嫌いをなくす5/26～5/31

よい健康の習慣をつけよう6/1～6/7

音声テープによるサービスです。電話をかけると
音声が流れ、各内容についてのアドバイスを聞く
ものです。※会話はできません。

内
容
で
、
そ
の
た
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
心
に

あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
や
景
色
の
お
手

紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
放
送
は
七

月
の
予
定
で
す
。

●
応
募
内
容

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・
年

齢
・
思
い
出
の
場
所
・
場
所
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
応
募
先

・
郵
送

〒
一
五
〇
‐
八
〇
〇
一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
三
‐
三
四
六
五
‐
一
三
二
七

●
募
集
締
切

六
月
八
日
必
着

●
問
い
合
わ
せ
先

緯
〇
五
七
〇
‐
〇
六
六
‐
〇
六
六

緯
〇
五
〇
‐
三
七
八
六
‐
五
〇
〇
〇

北
海
道
総
合
通
信
局

緯
〇
一
一
‐
七
三
七
‐
〇
〇
九
九

電
波
は
正
し
く
ご
利
用
を

電
波
の
利
用
は
、
市
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
が
、
不
法
無
線
局
に
よ
る
重
要
無
線
通

信
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
混
信
妨
害
事

例
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
無
線
機
を

購
入
す
る
と
き
は
「
技
適
マ
ー
ク
」
が
つ

い
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
電
波

は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先



16

北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-2111

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２4年5月７日

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

日
12

５月の行事

日
19

日
20

日
21

日
22

日
23

日
24

日
26

◆固定資産税 第１期

（納期限 平成２4年5月３1日）

◆軽自動車税 全期

（納期限 平成24年5月31日）

６ 月 の 税税 の 納 期

フノリ採り（4月7日・庶野）

海
の
幸
直
売
会

し
ょ
や
～

de

（
庶
野
さ
く
ら
公
園
／

時
～
）

10

え
り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」

オ
ー
プ
ン
（
え
り
も
町
交
流
館

／

時

分
頃
～
）

10

20

駒
井
千
恵
子
「
花
あ
る
き
」
出

版
記
念
写
真
展
（
風
の
館
／
９

時
～

時
／
～
６
月

日
）

１８

24

札
幌
え
り
も
会
総
会
（
札
幌
市
）

消
防
訓
練
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ
公

園
／
９
時
～
）

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町
民

体
育
館
／

時
～

時
）

１０

14

え
り
も
ワ
ク
ワ
ク
森
林
づ
く
り

体
験
事
業
植
樹
祭
（
桜
岡
上
歌

別
牧
野
／

時
～
）

１０

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
違
反

時
～

時
）

30

１４

16

自
治
会
長
会
議
（
役
場
集
団
指

導
室
／

時
～
）

15

全
道
青
年
大
会
兼
全
国
青
年
大

会
予
選
会
（
様
似
・
え
り
も
各

ス
ポ
ー
ツ
施
設
／
～

日
）

27

昨
年
八
月
、
襟
裳
岬
が
ア
イ
ヌ

民
族
の
聖
地
的
な
場
所
と
し
て
国

指
定
文
化
財
「
名
勝

ピ
リ
カ
ノ

カ
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
記
念
し
て
、
襟
裳
岬
に
記
念

碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
ピ
リ
カ
ノ
カ
」
と
は
、
ア
イ
ヌ

語
で
「
美
し
い
・
形
」
を
意
味
し
、

ア
イ
ヌ
の
物
語
や
伝
承
、
祈
り
の

場
、
言
語
に
彩
ら
れ
た
優
秀
な
景

勝
地
群
を
総
称
す
る
も
の
で
す
。

記
念
碑
に
は
、
襟
裳
岬
と
ア
イ
ヌ

と
の
関
わ
り
が
伝
承
や
記
録
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

こ
の
記
念
碑
に
よ
っ
て
新
し
い
襟

裳
岬
の
一
面
が
わ
か
る
も
の
と

名
勝

ピ
リ
カ
ノ
カ

襟
裳
岬
に
記
念
碑

記念碑の除幕式

な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
日
に
は
記
念
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
見
守

る
な
か
、
岩
本
町
長
、
成
田
副
議

長
、
小
林
教
育
長
、
菅
沼
観
光
協

会
長
が
、
除
幕
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

ひひ
だ
か
桜
十

ひ
だ
か
桜
十
景景

日
高
管
内
各
町
に
あ

る
桜
の
名
勝
を
「
ひ
だ

か
桜
十
景
」
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
り

上
げ
、
桜
の
開
花
時
期

に
あ
わ
せ
た
ピ
ー
ア
ー

ル
を
管
内
一
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
庶
野
さ
く
ら
公
園

の
桜
開
花
情
報
も
随
時

取
り
上
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

「
ひ
だ
か
桜
十
景
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

昨年の消防訓練大会

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,660人 女 2,663人）

（平成24年3月30日現在）

181人

302人

1,013人

914人

682人

367人

398人

578人

719人

169人

5,323人

68世帯

118世帯

438世帯

400世帯

298世帯

139世帯

132世帯

213世帯

272世帯

74世帯

2,152世帯

転入 転出45人 111人

出生 死亡1人 9人

月 の 税の う ご き


